
令和 6年 1月 31日（水）（R5第 43号） 

   

千葉市球技大会のつづきです。第 43号はサッカーが中心となります。 

サッカーの第一試合は、大森小学校 対 大巌寺小学校 でした。私が参観できたのは、

バスケットボールの第一試合終了後のわずかな時間だけでした。なんと 5 対 0 で大森小学

校が勝利を収めました。サッカーで 5点も取るとは。すごいな、大森小学校。 

松ケ丘小学校の初戦は、その大森小学校との対戦です。本校は初戦でしたが、動きがよく

相手陣内に攻め込みました。大森小も必死に防戦。それでも、DFをかわしシュートを放ち

ました。見事、ゴールネットを揺らしました。先制点は松ケ丘小学校。しかし、その 5分後。

相手のドリブルからのシュートで同点になってしまい、前半が終了。後半は一進一退の攻防

が続きましたが、DFが協力してよく守り、失点することなく 1対 1のまま試合は終了しま

した。 

第二試合終了時点で、優勝は大森小学校と松ケ丘小学校のどちらかとなりました。 

大森小   1勝 1分  得失点 ＋5 

松ケ丘小  1分    得失点  0 

つまり、優勝の行方は第三試合である大巌寺小戦で 6点以上の差をつけ、勝つことが必要

です。皆さんもご存知のようにサッカーという種目において 6 点以上取るということがど

れほど大変なことか。 

果たして 6 点以上取ることができるのか。ドキドキの第三試合が始まりました。しかし、

その思いは杞憂に終わりました。試合開始の笛とほぼ同時に 1点目を挙げ、そのあともたく

さんの得点を取ることができました。一人一人の選手が躍動するとはこのことだと思うくら

い皆が声を出し、パスをつなげ、シュートを放ちました。得点差がついても最後まで本気で

戦うことができました。終わってみれば、6 点以上の得点を挙げ、サッカーも優勝すること

ができました。 



学校だよりにも書きましたが、穏やかだと思っていた 6年生が、バスケットボールでは逆

転勝利を飾り、サッカーでは優勝するために必要なだけの得点を取るとは、驚きました。そ

の驚きは、とてもうれしいものでした。 

卒業式まであと 30日ほどです。残り少ない小学校生活をより充実したものにしてほしい

と思います。6年生ならきっとできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


